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＜ポスター発表＞ 

 

放射線計測部門 

 32・・・・ 析分の向傾化変時経の率量線間空内県島福 １

福島県 井上広海  

 半澤徹  

 前川暁洋  

２ 放射性セシウムが生体内で存在する場所 

‐地衣類で放射性セシウムが保持される仕組みを調べる‐ 
・・・・24 

JAEA 土肥輝美  

 飯島和毅  

 町田昌彦  

JAEA・法政大学 数納広哉  

国立科学博物館 大村嘉人  

JAEA 藤原健壮  

原子力エンジニアリング 木村茂  

ペスコ 菅野太志  

 52・・・・ 定推の量線くば被たし慮考をンータパ動行活生 ３

JAEA 吉村和也  

 佐藤里奈  

 眞田幸尚  

 62・・・・ 徴特の布分率量線間空の外内屋家造木県島福 ４

JAEA 金敏植  

 メイリンズアレックス  

 町田昌彦  

 吉村和也  

東北大学 吉田浩子  

JAEA 斎藤公明  

 

除染・廃棄物部門 

１ 数値シミュレーションによる一般廃棄物焼却炉の燃焼挙動に関する評価 ・・・・27 

福島県 高瀨和之  

 国分宏城  

 82・・・・ 出溶sC性射放のらか灰却焼るよに験試出溶式漬浸期長 ２

福島県 村沢直治  

 92・・・・ 価評量線くば被う伴に用利の地跡場置仮 ３

福島県 日下部一晃  

 小磯将広  
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03・・・・験試証実復回状原の場置仮等壌土染除４

福島県 日下部一晃  

 山﨑琢平  

 小磯将広  

13・・・・動挙のムウシセ性射放るけおに酵発ンタメスマオイバ染汚５

NIES 小林拓朗  

23・・・・き動のムウシセ性射放う伴に輸送の物棄廃・壌土６

NIES 飯野成憲  

 有馬謙一  

 遠藤和人  

 大迫政浩  

７ 除去土壌の有効利用に向けたアルカリ改良と粒度改善に関する実証盛土実験 ・・・・33 

NIES 遠藤和人  

43・・・・動挙出浸のムウシセ性射放のらか壌土去除たし加添を剤質改８

NIES 莫嘉麟  

 遠藤和人  

 新井裕之  

環境動態部門 

１ 東京電力福島第一原発事故以降の福島県の河川における放射性セシウム濃度の変化

について 
・・・・35 

福島県 竹内幸生  

 那須康輝  

 藤田一輝  

津山工業高等専門学校 谷口圭輔  

筑波大学 恩田裕一  

２ 平水時及び出水時の河川を流下する懸濁態放射性セシウム供給源の違い ・・・・36 

福島県・京都大学 新井宏受  

福島県 藤田一輝  

 吉田博文  

津山工業高等専門学校 谷口圭輔  

73・・・・き動と布分のムウシセ性射放るけおに系態生林森３

JAEA 新里忠史  

 佐々木祥人  

 雨宮浩樹  

 吉田香織  

83・・・・徴特の物鉱るす着吸をムウシセ性射放の中系水川河４

JAEA 萩原大樹  
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 44・・・・ 発開のルーツ援支ンイザデりくづ域地るよに創共 ２

NIES 戸川卓哉  

 大西悟  

３ 持続可能な開発目標（SDGs）の推進にむけた地方自治体職員の取組と認識 ・・・・45 

NIES 辻岳史  

４ 福島県での脱炭素地域づくりにむけたバイオマスデータベースの構築 ・・・・46 

NIES 大西悟  

 中村省吾  

 飯野成憲  

 五味馨  

５ 福島県における生活行動のエネルギー消費量と CO2排出量の推計 ・・・・47 

NIES 平野勇二郎  

 大西悟  

 戸川卓哉  

 五味馨  

 84・・・・ 題課と態実の援支者齢高るけおにけ付片のみご害災 ６

NIES 鈴木薫  

 多島良  

７ 災害・事故発生時に環境中に残留する化学物質の迅速モニタリング手法の開発 ・・・・49 

NIES 髙澤嘉一  

 05・・・・ 題課と築構のルデモ測予質水るけおに湖代苗猪 ８

福島県 篠崎真希  

 林暁嵐  

 

モニタリング 

 15・・・・ Ⅰ組取のグンリタニモの県島福 １

福島県 調査・分析部  

 25・・・・ Ⅱ組取のグンリタニモの県島福 ２

福島県 調査・分析部  

 

情報収集・発信、教育・研修・交流 

 35・・・・ 組取るけおに島福ンタュミコ １

福島県 総務企画部  

 45・・・・ 組取の成育材人るけおにータンセ造創境環 ２

福島県 総務企画部  

 55・・・・  組取のータンセ生共物生生野 ３

福島県 野生生物共生

センター 
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Dohi T., Iijima K., Machida M., Suno H., Ohmura Y., Fujiwara K., Kimula S., and Kanno F. 2022. Accumulation mechanisms of radiocaesium within lichen thallus tissues determined by means of
in situ microscale localisation observation. PLoS ONE 17(7): e0271035.
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Sato, R., K. Yoshimura, Y. Sanada, T. Sato, 2022. Validation of a Model for Estimating Individual External Dose Based on Ambient Dose
Equivalent and Life Pattern. Journal of Radiation Protection and Research. 47(2): 77 85.
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生活行動パターンを考慮した被ばく線量評価方法を検討。
本手法による被ばく線量推定値と、個人線量計による実測値を比較し、精度を検証。
推定値と実測値は有意な相関を示し、本システムの妥当性を確認。
屋内において、被ばく線量の推定値は実測値よりもやや低い値を示した。
この誤差要因として、周辺線量当量から実効線量に換算する係数が影響した可能性が示唆。

Sato, R., K. Yoshimura, Y. Sanada, T. Sato, 2022. Validation of a Model for Estimating Individual External Dose Based on Ambient Dose
Equivalent and Life Pattern. Journal of Radiation Protection and Research. 47(2): 77 85.
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(Hagiwara et al., 2020)
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Hagiwara, H., Konishi, H., Nakanishi, T., Fujiwara, K., Iijima, K., Kitamura, A., 2020. Mineral composition characteristics of 
radiocesium sorbed and transported sediments within the Tomioka river basin in Fukushima Prefecture. J Environ Radioactiv 211.

Na2O MgO Al2O3 SiO2 K2O CaO TiO2 Fe2O3
1.6 3.7 36.6 52.7 0.6 0.2 0.3 4.7

3.0 11.4 16.3 55.5 1.2 7.8 0.4 6.6
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Maki, S., Ohnishi, S., Fujii, M., Goto, N., & Sun, L. (2021). Technical and economic analysis of potential
steam supply from waste treatment plants to industries in Aichi Prefecture, Japan. Optimization and
Engineering, 22(3), 1755 1782.
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湖沼型：酸栄養湖

面 積：103.3 km2

湖容積：3.86 km3

最大深度：93.5 m（湖心部）

平均水深：51.5 m

流域面積：820.2 km2

滞留時間：～1350日 Fig. 1 pH COD

Fig. 2 Fig. 3

BOX1 BOX2 BOX3

BOX4 BOX5 BOX6

BOX7 BOX8 BOX9

BOX10 BOX11

Table 1

BOX1 BOX2 BOX3

BOX4 BOX5 BOX6

BOX7 BOX8 BOX9

BOX10 BOX11

BOX5

Fig.

BOX11
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〈コミュタン福島公式ホームページ〉最新情報はこちらからご確認ください！福島県環境創造センター 交流棟

コミュタン福島

〒963-7700 福島県田村郡三春町深作10番2号（田村西部工業団地内）

TEL.0247-61-5721  FAX.0247-61-5727

アクセス〈お車〉磐越自動車道船引三春ICより車で５分！  〈電車・バス〉JR 三春駅より三春町町営バスで約13分！

コミュタン福島 検索https://com-fukushima.jp

開館時間／9：00～17：00
休 館 日／月曜日・年末年始(12月29日～1月3日)

※月曜が祝日の場合は翌平日
入館無料

コミュタン福島利用者は
バス料金無料！

新型コロナウイルス感染症対策については、コミュタン福島公式ホームページをご確認ください。

3D ビューで展示室内を探索できる
｢コミュタン福島バーチャル見学｣など、
様 な々コンテンツをご用意しています!

お家で知ろう。お家で学ぼう。お家で試そう。

おうちDEコミュタン

福島県環境創造センター 交流棟

福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」は、

ふくしまの現状や放射線・環境問題について、

体験型の展示や全球型ドームシアターなどで、

楽しく学ぶことができる施設です。

ふくしまの未来を考え、創り、発信する

きっかけとなる場を目指しています。

環境創造シアター環境創造シアター

上映作品

福島ルネッサンス ほか

コミュタン福島
オリジナル番組

3万年前の大航海
-ホモ・サピエンス日本上陸- ほか

画像提供：国立科学博物館

国立科学博物館
オリジナル番組

日本に２つしかない全球型ドームシアター。
球体のシアターの中は、３６０度全部がスクリーン！
大迫力の映像と音響空間に包まれ、
不思議で独特な感覚を味わうことができます。

NEWNEWNEW

施設の紹介

事故直後の福島第一原子
力発電所を再現した模型
で、福島の原子力災害との
闘いの記録と記憶を振り
返ろう。

触ることができるデジタル
地球儀で、私たちが生きて
いる惑星“地球”の鼓動を
体感してみよう。

触れる地球
さわ

ふくしまの3.11から

新しいエネルギーやエコに
ついてパネルなどで
楽しく学ぼう！

放射線の性質をゲーム感
覚で楽しみながら学ぼう！

放射線ラボ

環境創造ラボ ワークショップ体験!!

土日祝日
開催!!

身体を
動かして

観察する
■テーブルサイエンス　■コミュタンクラフト
■サイエンスショー

・紫外線で色が変わるアクセサリーを作ろう！
・芳香剤を作ろう！　ほか

コ
ミ
ュ
タ
ン
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R EN EWALOPEN

休 館 日

問い合わせ先

ア ク セ ス





この印刷物は、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。




